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◎ 改善要求内容（問題点、改善案、理由について詳しくお書き下さい）

1. 内容
合意解除・承諾を挟まず、確定注文の取消を行う場合([1]データ処理No.=2で上書きする方法)を提案する。

2. 理由
CI-NETの注文業務の訂正・取消の運用では、CI-NET LiteS実装規約Ver.2.2 ad.0　1.2.注文業務の特殊処理のデータ交換手順にて、以下（1）（2）の場合が記載されている。

ｐ.220 (1)個別契約成立前における注文申込、注文承諾の撤回・取消、再発行、訂正
ｐ.222 (2)個別契約成立後における、注文契約の変更、解除、打切

特にｐ.222 (2)個別契約成立後（別紙ｐ.222～）では、解除（d-1、e-1、e-2）や打切（ｆ-1）のメッセージを使用するフローになっている。
しかし会社によっては、下記の要望があるため、手順改善を求める。
· 合意解除申込・承諾をする手間をはぶきたい（結果的に同じ注文番号を使用することが可能となる）。

参考に、現行のCI-NET LiteS実装規約Ver.2.2 ad.0における処理フロー（図フロー１）と、要求する処理フロー（図フロー2）を示す。

	[1007]帳票No.
（注文番号）＝AAA
[1007]帳票No.
（注文番号）＝AAA
[1007]帳票No.
（注文番号）＝BBB
[元のAAAを訂正した注文内容]
発注者
受注者
確定注文
[1]データ処理No.＝1
 [9]訂正コード＝1
注文請け
確定注文
[1]データ処理No.＝2
[9]訂正コード＝1
注文請け
合意解除
承諾
[1009]参照帳票No.
（注文番号）＝AAA
[1009]参照帳票No.
（注文番号）＝BBB
[元のAAAを訂正した注文内容]
[1179]帳票データチェック値＝２
[1]データ処理No.＝１
[1179]帳票データチェック値＝1
[1]データ処理No.＝1
合意解除
申込
[1]データ処理No.＝1
 [9]訂正コード＝1
[1179]帳票データチェック値＝1
[1]データ処理No.＝1
(注文契約成立)

図フロー1　確定注文の合意解除・承諾後、訂正を行う場合
現実装規約に則った業務フロー




	発注者
受注者
確定注文
[1]データ処理No.＝1
[9]訂正コード＝1
確定注文
[1]データ処理No.＝2
 [9]訂正コード＝1
注文請け
[1007]帳票No.
（注文番号）＝AAA
[1009]参照帳票No.
（注文番号）＝AAA
[1007]帳票No.
（注文番号）＝AAA
[1179]帳票データチェック値＝2
[1]データ処理No.＝１
注文請け
[1009]参照帳票No.
（注文番号）＝AAA
[1179]帳票データチェック値＝1
[1]データ処理No.＝1
 [9]訂正コード＝1

図フロー2　合意解除・承諾を挟まず、確定注文の取消を行う場合([1]データ処理No.=2で
上書きする方法)の業務フロー




■図フロー1　確定注文の合意解除・承諾後、訂正を行う場合について
注文業務の契約成立後に行われる特殊処理は、CI-NET LiteS実装規約Ver.2.2 ad.0（以下「実装規約」という。）p.222「(2)	個別契約成立後における、注文契約の変更、解除、打切」に従うこととなっており、解除を行う場合は、実装規約ｐ.223～に記載されている。
	〇実装規約ｐ.223　から抜粋

 d-1)合意解除
[image: ]
	
	注文番号
	[9]
	[1]
	情報区分コード
	補足

	(1)
	AAA
	1
	1
	0502
	

	(2)
	AAA
	1
	1
	0506
	

	(3)
	AAA
	1
	1
	0504
	

	(4)
	AAA
	1
	1
	0508
	


図B.Ⅵ- 　合意解除の処理フロー

　解除の申込(3)と承諾(4)により、解除が成立する。




[bookmark: ID_0001_Ⅵ][bookmark: ID_0009_Ⅵ]また、[1]データ処理No.および[9]訂正コードは以下とされている。
	〇実装規約ｐ.241　から抜粋
	[bookmark: _Hlk212536667][1]データ処理Ｎｏ．
　受信者での受信データの処理順序を示す番号。受信者は、受信データをこの番号の昇順に処理すること。


【確定注文、鑑項目合意変更申込、合意解除申込、一方的解除通知】
・以下のデータ項目の値が同一のメッセージを複数送信する場合、本データ項目によって識別する。
[4]発注者コード
[1006]工事コード
[1007]帳票No.	（=注文番号）
[5]受注者コード
[2]情報区分コード
[1300]注文番号枝番
・昇順の自然数とする。
・送信の都度、内容変更等なくとも、カウント・アップする。
・具体例は、「B.Ⅵ.2.1(4) 同一取引、同一帳票種類における複数のメッセージを識別するデータ項目」を参照。

【注文請け、鑑項目合意変更承諾、合意解除承諾】
・以下のデータ項目の値が同一のメッセージを複数送信する場合、本データ項目によって識別する。
[4]発注者コード
[1006]工事コード
[1009]参照帳票No.	（=注文番号）
[5]受注者コード
[2]情報区分コード
[1179]帳票データチェック値のマルチ1回目[footnoteRef:2] [2:  注文請けメッセージの[1179]帳票データチェック値マルチ1回目には、対応する確定注文メッセージの[1]データ処理No.の値を記載する。
　同様に、契約変更承諾メッセージの[1179]帳票データチェック値マルチ1回目には、対応する契約変更申込メッセージの[1]データ処理No.の値を記載する。] 

[1300]注文番号枝番
・上記の項目の組合せが異なるごとに、1から開始する連番とする。
・送信の都度、内容変更等なくとも、カウント・アップする。
・具体例は、「B.Ⅵ.2.1(4) 同一取引、同一帳票種類における複数のメッセージを識別するデータ項目」を参照。


〇実装規約ｐ.237　から抜粋
0. 同一取引、同一帳票種類における複数のメッセージを識別するデータ項目
　上記(1)および(2)で特定される取引、帳票種類において複数のメッセージが交換される場合（注文申込内容を訂正したうえでの再送信、未達時の再発行等を想定）、それらの識別は[1]データ処理No.により行う。
　確定注文、注文請けについて、以下に例を示して説明する。

表B.Ⅵ- 1　 [1179]帳票データチェック値と[1]データ処理№による
メッセージの識別：確定注文、注文請けの例
	
	確定注文
	注文請け

	取引
	[4]発注者コード　　　
213456（○○建設を示す）
[1006]工事コード
123456789012（□□病院工事を示す）
[1007]帳票No.　　　
12345678901234（注文番号を示す）
[5]受注者コード　　　
265431（△△工務店を示す）
[1300]注文番号枝番
12（設計変更、追加工事を示す）
	[4]発注者コード　　　　
213456（○○建設を示す）
[1006]工事コード
123456789012（□□病院工事を示す）
[1009]参照帳票No.　
12345678901234（注文番号を示す）
[5]受注者コード　　　　
265431（△△工務店を示す）
[1300]注文番号枝番
12（設計変更、追加工事を示す）

	業務
	[2]情報区分コード　確定注文
	[2]情報区分コード　注文請け

	回数
	[1]=1注文1回目　→


[1]=2注文2回目　→

[1]=3注文3回目　→
	
←[1179]=1注文1回目
←[1179]=1注文1回目

←[1179]=2注文2回目

←[1179]=3注文3回目
←[1179]=3注文3回目
	
[1]=1請け1回目
[1]=2請け2回目

[1]=1請け1回目

[1]=1請け1回目
[1]=2請け2回目


注文請けでは、[1179]帳票データチェック値の繰り返し1回目に、対応する確定注文メッセージの[1]データ処理No.を記載。
[1179]と[1]との組合せで、「何回目の確定注文に対する何回目の注文請けか」を特定。

確定注文回数が変わったら、注文請け回数は1に戻す。




このデータ項目は、以下のようなケースでのメッセージ管理に利用されることを想定している。
同一取引に関する確定注文メッセージが複数送信され、それらに対して注文請けメッセージが返信された場合を想定する。発注者では、受信した注文請けメッセージがどの確定注文に対応するものかを識別する必要が生じる。この識別は、[1179]帳票データチェック値により行う。

■確定注文メッセージ
・確定注文メッセージの[4]発注者コード、[1006]工事コード、[1007]帳票No.、[1300]注文番号枝番、[5]受注者コード、[2]情報区分コードが同一のメッセージを複数送信する場合、何回目のメッセージであるかがわかるように[1]データ処理No.で全てのメッセージをユニークに識別する。
・[1]データ処理No.は、昇順の自然数（1、2、3、・・・）とする。
■注文請けメッセージ
・注文請けメッセージの[4]発注者コード、[1006]工事コード、[1009]参照帳票No.、[1300]注文番号枝番、[5]受注者コード、[2]情報区分コード、[1179]帳票データチェック値の1回目が同一のメッセージを複数送信する場合、何回目のメッセージであるかがわかるように[1]データ処理No.で全てのメッセージをユニークに識別する。
・[1]データ処理No.は、各確定注文メッセージに対して1から始まる連番とする。
■合意解除申込・承諾メッセージ、鑑項目合意変更申込・承諾メッセージ
・合意解除申込メッセージ、鑑項目合意変更申込メッセージは確定注文メッセージと同様に準用する。
・合意解除承諾メッセージ、鑑項目合意変更承諾メッセージは注文請けメッセージと同様に準用する。

【注意事項】
　[1]データ処理No.は、交換するメッセージ全てをユニークに識別できなければならない。
　このため、例えば未達のために内容を全く変更せずに再送するといった場合にも、[1]の値は必ず前回送信したメッセージより大きい値としなければならない。


〇実装規約ｐ.243　から抜粋
	[bookmark: _Hlk212536690][9]訂正コード
　情報の新規・一括変更・全文取消・一部変更を示すコード。


・「B.Ⅵ.1.2特殊処理のデータ交換手順」に示した方法に従う。

(1)個別契約成立前における注文申込、注文承諾の撤回・取消、再発行、訂正　の注意に以下の記載がある。

〇実装規約ｐ.221　から抜粋
【注意事項】以下の説明において
　・[9]訂正コード　1：新規、2：変更、3：取消を意味する。ただし本メッセージにおいては｢1：新規｣｢3：取消｣のみ使用する。







実装規約に記載する確定注文の合意解除・承諾後、訂正を行う場合を、再度説明する。
[1]データ処理No.＝1の確定注文メッセージを送信後に、 [1179]帳票データチェック値＝1の注文請けメッセージ([1]データ処理No.＝1の確定注文メッセージに対する注文請けメッセージ)を受信し契約が成立した後に合意解除申込し、承諾され契約の解除が成立した後、注文番号を変えた確定注文メッセージと注文請けメッセージを送受信することで契約となる。
図示すると以下である。
[1007]帳票No.
（注文番号）＝AAA
[1007]帳票No.
（注文番号）＝AAA
[1007]帳票No.
（注文番号）＝BBB
[元のAAAを訂正した注文内容]
発注者
受注者
確定注文
[1]データ処理No.＝1
 [9]訂正コード＝1
注文請け
確定注文
[1]データ処理No.＝2
[9]訂正コード＝1
注文請け
合意解除
承諾
[1009]参照帳票No.
（注文番号）＝AAA
[1009]参照帳票No.
（注文番号）＝BBB
[元のAAAを訂正した注文内容]
[1179]帳票データチェック値＝２
[1]データ処理No.＝１


[1179]帳票データチェック値＝1
[1]データ処理No.＝1
合意解除
申込
[1]データ処理No.＝1
 [9]訂正コード＝1
[1179]帳票データチェック値＝1
[1]データ処理No.＝1
(注文契約成立)

図フロー1　現実装規約に則った業務フロー


■図フロー2　合意解除・承諾を挟まず、確定注文の取消を行う場合([1]データ処理No.=2で上書きする方法)について
図フロー1　確定注文の合意解除・承諾後、訂正を行う場合に対して、要求である「合意解除・承諾を挟まない方法」を示す。
2025/12/18岩村
2回目の確定注文は、ナゼ訂正コードが3なのですか？　取り消したいのですか？ここは、訂正コードは１だと思いますが、合っていますでしょうか。
[[9]訂正コード＝3]を赤字にしている意味がわかりません。



受注者
発注者
確定注文
[1]データ処理No.＝1
[9]訂正コード＝1
確定注文
[1]データ処理No.＝2
 [9]訂正コード＝3
注文請け
[1007]帳票No.
（注文番号）＝AAA
[1009]参照帳票No.
（注文番号）＝AAA
[1007]帳票No.
（注文番号）＝AAA
[1179]帳票データチェック値＝2
[1]データ処理No.＝１

注文請け
[1009]参照帳票No.
（注文番号）＝AAA
[1179]帳票データチェック値＝1
[1]データ処理No.＝1

(注文契約成立)

（注）[9]訂正コード  1：新規、2：変更、3：取消
図フロー3　合意解除・承諾を挟まず、確定注文の取消を行う場合([1]データ処理No.=2で上書きする方法)の業務フロー
N回の確定注文メッセージを送信する場合、送信の都度、[1]データ処理No.が増加され、[1]データ処理No.=Nとなる。N回の確定注文メッセージに対して、複数の注文請けメッセージを受信した場合、[1]データ処理No.＝Nの確定注文メッセージおよび[1179]帳票データチェック値＝Nの注文請けメッセージについてのみ、契約が成立したものと見做されます。つまり、[1]データ処理No. =Nの確定注文メッセージが送信された時点で、[1]データ処理No.＜Nの確定注文メッセージは、契約が成立していないとみなされる。
·  [1]データ処理No.　は、確定注文メッセージの場合は、一連の確定注文メッセージの送信回数、注文請けメッセージの場合は、一連の注文請けメッセージの送信回数をセットする。
·  [9]訂正コード　は3：取消　を使用する。(2：変更　は使用しない。)
· 注文請けの　[1179]帳票データチェック値　は、対応する確定注文メッセージの　[1]データ処理No.　をセットする。

（No.L-2024-003）
CI-NET標準ビジネスプロトコルおよびCI-NET LiteS実装規約に係る
改訂チェックリスト

CI-NET標準ビジネスプロトコルおよびCI-NET LiteS実装規約に係る改訂に関して、下記に示す項目についてチェック（○、×）を行い、問題がある場合にはその内容および改善の方向等について「指摘事項等」の欄に記載するものとする。
	審議･検討日
	2026年3月4日

	審議機関
	（委員会／WG名等を記載）
標準委員会／LiteS規約WG



	改訂内容
	（提案者、対象メッセージ、新規項目名称・摘要等を記載）
注文業務の訂正、取消等の場合における注文メッセージの運用方法



	チェック項目
	
	ﾁｪｯｸ
	指摘事項等

	1.既存ユーザへの影響度合い
	①実稼動しているシステムの改修度合
	☓
	CI-NETサービスベンダの提供するサービスのうち、対応不能なサービスがある。

	
	②業務の見直し、変更への影響度合
	☓
	

	
	③いずれのユーザの負担が大きいか
	☓
	CI-NETサービスベンダ、利用者ともに業務フローの変更が必要。

	
	④及ぼす影響の具体的な範囲や内容が見えているか否か
	☓
	影響程度は大きい。

	
	⑤即時の対応が可能か否か
	☓
	不可能の想定。

	
	⑥立場の違いなく対応が可能か否か
	☓
	想定不能。

	2.各社固有の業務要件か
	①他ユーザの賛同の有無
	○
	

	
	②業務の変更による対応可否の検討有無
	○
	

	3.印刷要件か
	①各社の帳票出力に依存する項目が否か
	○
	

	4.二重要件か
	①他項目での類似機能がないか
	○
	

	5.定義の明確化

	①類似項目との違いは明確か
	○
	

	
	②規約全体を通して定義を明確にしているか
	○
	

	6.改訂の緊急度
	①即時対応の必要性の有無
	☓
	現有の髭右の中で対処していただく。



	審議結果
	(単に承認／非承認だけでなく、そのような結果となった理由等も記載)
■2024年度標準委員会第1回、LiteS規約WG第1回2024/5/20
ベンダの開発は済んでおり、運用上の課題は発生していないため、承認された。

■CI-NETサービスベンダ4社打ち合わせ2026/1/30
注文業務において注文請けメッセージを受信した後、個別契約成立後に合意解除・承諾を挟まず、確定注文の取消を行う場合([1]データ処理No.=2で上書きする方法)が提案されたが、CI-NETサービスベンダによっては個別契約成立後の訂正、取消等はできない仕様になっているため、本CRは取り下げとする。標準委員会2026/3/4に提案する。

■2025年度　第3回標準委員会
L-2024-003CR「注文業務の訂正、取消等の場合における注文メッセージの運用方法」について報告が行われ、取下げは承認された

	今後の対応
	(上部審議機関への申し送り事項／差戻しの場合の再審議ポイントの提示など)






	【チェック欄の凡例】
○：問題なし
△：やや問題あり／指摘事項に対する配慮があるとよい
／：対象外／該当しない
×：問題あり／指摘事項への対応が必要


	2025年度情報化評議会(CI-NET)標準委員会第3回、LiteS規約WG第3回合同　参考2-1
2026年3月4日

13

image1.wmf
発注者

受注者

(1)確定注文msg

(2)注文請msg

(注文契約成立)

(3)

合意解除申込msg�

：　契約の解除を申し込む

(4)

合意解除承諾msg�

：　(3)を承諾する�


